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【施設整備に当たって特に留意すべき事項】 

天塩沿岸のあるべき姿の実現に向けて海岸保全施設の整備に当たっては、以下のフローに基

づき進めるものである。 

 

図- 3.2 海岸施設整備計画策定の流れ 

  

調査・計画対象地域の設定

現状・動向分析

海岸における課題抽出

調査

自然、社会条件から見た一体性

〔現況調査・分析〕

自然条件（設計外力含む）、社会条件、
災害履歴、各種施設、海岸空間利用

防災、自然環境・景観の保全、海岸空
間の利用の競合

海岸における課題抽出

〔計画策定の策定と実施〕

②計画の策定

③計画の評価

④計画の実施

維持管理の実施
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対策の各々の必要性の検討
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な測定と観測

目標（防災、環境・景観保全、海岸利用等）
計画範囲、期間、事業量、整備水準

施設計画（種類、規模等）、施行計画、海岸空間
の利用調整の具体的方法、環境・景観保全、関連
事業・計画との調整、利用への配慮

直接的効果；背後域の人命・財産防護、国土保全
間接的効果；地域間交流による産業の活性化、施

設整備に伴う水産資源増殖効果等

投資効果分析

必要であれば見直し

良質な社会基盤施設としての維持管理

社会情勢変化に伴う
事業再評価の実施、
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ＮＯ
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海岸保全施設の整備に当たっては、特に環境、利用面から良好な環境を創出するために、以

下に示す海岸保全施設整備方針に基づき、関係機関と連携して推進する必要がある。 

次頁に示す「海岸保全施設の整備に関する基本的な事項」は現状における計画であり、各施

設の実施に当たっては、地域の状況変化や社会経済状況の変化及び今後の調査、解析、土砂管

理に関する検討会等の結果に応じ適宜見直しを行うこととする。 

 

■施設整備に当たって特に留意すべき事項■ 

 

 

 

図- 3.3 整備イメージ  

○広域的・効率的な海岸侵食対策を実施する。 

 土砂収支の解明の調査研究を進める。また、それにより施設整備が必要な地域、不

要な地域を明らかにする。 

 広域的な土砂収支の把握を行い、サンドバイパス、サンドリサイクルにより海岸侵

食対策の効率化、低コスト化を図る。 

○事業の効率化を進めるとともに、コスト縮減対策を行う。 

 既存施設のリサイクル・リユースを進める。 

 海岸保全施設と増殖場の一体的な整備による効率化を図り、国土の保全及び水産生

物の産卵・育成の場の造成を進める。 

 波力、風力等の自然エネルギーの活用等によるライフサイクルコストの低減を検討

する。 
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※土砂変化量はマクロ的に算出したものであり、今後の調査・解析の結果に応じて適宜見直しを行う。 
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将来の気候変動を見据えた防護水準の設定と運用 

気候変動を踏まえた海岸保全のあり方」提言（令和2年7月）を踏まえ、海岸保全を、過去の

データに基づきつつ気候変動による影響を明示的に考慮した対策へ転換するために、令和2年1

1月に海岸保全基本方針が変更された。 

この基本方針の変更を受け、本計画では将来の気候変動を見据えた海岸保全施設の整備へ転

換することとする。 

ただし、気候変動予測は不確実性を有することから、今後の気候変動予測に関する知見の充

実と潮位や波浪等の現地観測データの蓄積に応じて、定期的に防護水準の点検・更新が必要と

なる。 

 

対象とする気温上昇シナリオ 

令和3年8月には「気候変動の影響を踏まえた海岸保全施設の計画外力の設定方法等について」

が通知され、その中では2℃上昇相当シナリオを基本とする方向性が示された。 

これを受け、本基本計画の気温変化については、２℃上昇相当（SSP1-2.6）における将来予

測値を基本とする。 

 

天文潮位(海面上昇) 

海面上昇は21世紀末以降も継続する見通しであることを勘案し、２℃上昇シナリオの平均値

を採用する。 

2090年時点の海面上昇量予測における2℃上昇シナリオの平均値として+40cmとする。 

波浪・潮位偏差 

２℃上昇シナリオの平均的な値(将来変化率)を採用する。変化率を現行の沖波および潮位偏

差に乗じた値を防護水準(設計条件)とし今後、定期的に沖波の点検と見直しを行う。 
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振

興

局

海岸名 箇所名 対象津波

現行

設計津波水位

（T.P+m)

改定

設計津波水位

（T.P+m)

2-A 稚内海岸(大岬地区宗谷岬～富磯地区(増幌川河口)) 稚内 1983年日本海中部地震津波 +2.3 +2.9

2-B 稚内海岸(富磯地区(増幌川河口)～声問地区) 稚内 1983年日本海中部地震津波 +1.8 +2.3

2-C 稚内海岸(声問地区～潮見地区) 稚内 1983年日本海中部地震津波 +1.7 +2.3

3-A 稚内海岸(潮見地区～野寒布地区) 稚内 （推定）青森県西方沖地震津波 +2.2 +2.6

3-B 稚内海岸(野寒布地区～抜海地区) 稚内 （推定）青森県西方沖地震津波 +1.7 +2.1

3-C 稚内海岸(抜海地区～オネトマナイ地区) 稚内 （推定）青森県西方沖地震津波 +1.7 +2.1

3-D 豊富海岸(稚咲内地区～) 豊富 （推定）青森県西方沖地震津波 +1.9 +2.3

4 4 幌延海岸～天塩川河口 幌延 （推定）青森県西方沖地震津波 +2.2 +2.6

5-A 天塩川河口～天塩海岸　浜更岸海岸 天塩 （推定）青森県西方沖地震津波 +1.7 +2.1

5-B 遠別海岸～初山別海岸(豊岬地区) 遠別・初山別 1983年日本海中部地震津波 +1.6 +2.1

6-A 初山別海岸(豊岬地区)～羽幌海岸(羽幌川河口) 初山別・羽幌 1983年日本海中部地震津波 +1.7 +2.1

6-B 羽幌海岸(羽幌川河口～栄町地区) 羽幌 1983年日本海中部地震津波 +2.1 +2.5

7 7 苫前海岸～ 苫前 （推定）青森県西方沖地震津波 +1.7 +2.1

8-A 小平海岸～留萌海岸(大町地区) 小平・留萌 （推定）青森県西方沖地震津波 +1.6 +2.0

8-B 留萌海岸(大町地区～札受地区) 留萌 （推定）南西沖地震津波 +2.0 +2.4

8-C 留萌海岸(札受地区)～増毛海岸(日方泊地区) 増毛 （推定）南西沖地震津波 +1.7 +2.2

34 34 礼文海岸(西上泊地区～弁財泊地区) 礼文島 西上泊～弁財泊 （推定）南西沖地震津波 +2.1 +2.6

35-A 礼文海岸(西上泊地区～弁財泊地区) 礼文島 弁財泊～船泊 （推定）西方沖地震津波 +2.0 +2.4

35-B 礼文海岸(船泊地区～須古頓地区(スコトン岬)) 礼文島 船泊～須古頓岬 （推定）西方沖地震津波 +1.4 +1.8

35-C 礼文海岸(須古頓地区(スコトン岬)～鉄府地区) 礼文島 須古頓岬～鉄府 （推定）西方沖地震津波 +2.0 +2.4

36 36 利尻海岸(栄浜地区～富士見地区(沓形岬)) 利尻島 栄浜～富士見 （推定）南西沖地震津波 +2.6 +3.0

37-A 利尻海岸(富士見地区(沓形岬)～泉町地区) 利尻島 富士見～泉町 （推定）青森県西方沖地震津波 +2.6 +3.0

37-B 利尻海岸(神居地区)～利尻富士海岸(金崎地区) 利尻島 神居～金崎 （推定）青森県西方沖地震津波 +1.9 +2.6

38-A 利尻富士海岸(鬼脇地区～富士野地区) 利尻島 鬼脇～富士野 1983年日本海中部地震津波 +1.7 +2.1

38-B 利尻富士海岸(富士野地区～大磯地区) 利尻島 富士岬～大磯 1983年日本海中部地震津波 +2.5 +3.0

39 39 天売島(相影地区～弁天地区) 天売島 相影～弁天地 1983年日本海中部地震津波 +1.9 +2.3

40 40 天売島(千鳥ヶ浦地区～相影地区) 天売島 千鳥ヶ浦～相影 1983年日本海中部地震津波 +1.4 +1.8

41 41 焼尻島(白浜地区～東浜地区) 焼尻島 白浜～東浜 （推定）青森県西方沖地震津波 +1.6 +2.0

42 42 焼尻島(豊崎地区～西浦地区) 焼尻島 豊崎～西浦 （推定）青森県西方沖地震津波 +1.6 +2.0

43 43 焼尻島(西浦地区～白浜地区) 焼尻島 西浦～白浜 （推定）南西沖地震津波 +1.7 +2.1
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4. 天塩沿岸の基本理念、基本方針 

 

4.1 基本理念 

天塩沿岸における海岸保全の方向性を検討するにあたり、沿岸域への対応及びその保全につ

いての「基本理念」を以下のように設定する。 

 

＜基本理念＞ 

 
 

 
 

＜テーマ＞ 

  

天塩沿岸は北海道の北西部に位置し、利尻礼文サロベツ国立公園、暑寒別天売焼尻国定

公園など優れた自然に恵まれている。特に天売島は、絶滅の恐れのあるウミガラス（オロロ

ン鳥）をはじめ、様々な海鳥の繁殖地であり国の天然記念物に指定されている。サロベツ原

野は稚咲内砂丘林やオジロワシ、オオワシなどの貴重な動植物が生育・生息する貴重な環

境である。 

また、当沿岸は古くからニシン漁の北上により栄え、留萌市や小平町の海岸線にはニシ

ン漁の繁栄の面影を残す旧佐賀家漁場、旧花田家番屋等の国指定文化財が残されている。 

これらの自然環境、文化財が残る海岸線は日本海オロロンラインとして観光ルートにな

っているほか、増毛町から羽幌町の海岸線にかけては多くの海水浴場が整備され、毎年、内

陸部の旭川市、士別市などから訪れる沢山の人々で賑わっている。 

さらに、海域に分布する藻場は海域生物の産卵・生育の場となっており、漁場としても貴

重な空間である。特にリシリコンブが生育する沿岸北部の利尻島、礼文島、稚内市では漁業

が重要な主幹産業である。 

このように沿岸は地域住民にとって、歴史・文化の面影を残す場、レクリエーションの

場、産業の場として貴重な空間である。 

しかし、当海岸は現在も波浪による越波被害が後を絶たないほか、海岸侵食により砂浜

の減少が生じている。また、想定留萌沖地震による津波の被害が懸念されている。 

天塩沿岸のあるべき姿とは、波浪、侵食、津波等の自然災害からの安全性を確保し、貴重

な動植物が生息する優れた自然環境、景観の保全、歴史や文化の保存・継承につとめ、地域

の交流の場、産業の場など、これらが調和したことだと考えられる。 

したがって、天塩沿岸における海岸保全の基本的方向は、現在の沿岸の自然環境を保全

し、地域の個性を活かした安全な海岸づくりを進めていくものである。 

自然と調和した海岸 

いきいきした海岸 

安全な海岸 

～人と自然が調和した躍動感あふれる天塩海岸～ 
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4.2 基本方針 

前項の基本理念及びテーマをうけ、保全に関する基本方針を以下のように設定する。 

 

＜基本方針＞ 

 
 

 

◎ 自然と調和した海岸づくり 

離島やサロベツ原野等の優れた自然環境、自然景観、動植物の生育・生息環境、生物の多様

性を保全し、人と自然が共生する海岸づくりを推進する。また、先人の培った文化を次世代へ

保存・継承する海岸づくりを推進する。 

 

◎ いきいきした海岸づくり 

海岸利用の最適化、高齢者・障碍者に対応した施設のバリアフリー化を行い、誰もが海と親

しみいきいきと楽しくふれあうことのできる海岸づくりを推進する。 

 

◎ 安全な海岸づくり 

波浪による越波や海岸侵食、今後予想される津波災害に対し人々が安心して暮らせる海岸

づくりを推進する。 


